
別紙 

広島県歯と口の健康週間関連表彰応募要領 

 

１ 歯科保健優良保育所・認定こども園 

（１）応募資格 

県内の保育所・認定こども園 

（２）応募方法 

ア 提出書類 

歯科保健優良施設調査票（様式１） 

イ 提出先 

広島市、呉市及び福山市の保育所・認定こども園は所在地の各市歯科保健担当課

へ、その他の市町の保育所は所在地を管轄する保健所（支所）に提出する。 

広島市、呉市、福山市及び保健所（支所）は、健康福祉局健康づくり推進課へ提

出する。 

（３）表彰 

優良施設（３施設以内）は県知事が表彰し、努力施設（５施設以内）は県歯科医師

会長が表彰する。 

 

２ 学校歯科保健優良学校 

（１）応募資格 

県内の幼稚園、小学校、義務教育学校、中学校、中等教育学校、高等学校及び特別

支援学校とする。 

（２）応募方法 

ア 提出書類 

・歯科保健優良学校調査票（様式２）【幼稚園用、小学校用、中学校用、高等学校用、

特別支援学校用】 

  義務教育学校については、教育課程ごとに小学校・中学校の調査票を用いて、

中等教育学校については、前期・後期の教育課程ごとに中学校・高等学校の調査

票を用いて推薦することができるものとする。 

・添付書類 

学校における歯科保健活動をはじめ、学校保健の状況全般（組織活動、保健管

理及び保健教育）を、詳細かつ具体的に記載した資料（様式自由） 



 

イ 提出先 

提 出 者 提  出  先 

県立中学校・高等学校・特別支援学校 

国立幼稚園・小学校・中学校・高等学校 
県教育委員会豊かな心と身体育成課 

市町立幼稚園・小学校・義務教育学校・中学

校・中等教育学校・高等学校・特別支援学校 
市 町 教 育 委 員 会 

市 町 教 育 委 員 会 教 育 事 務 所 （ 支 所 ） 

教 育 事 務 所 （ 支 所 ） 県教育委員会豊かな心と身体育成課 

広 島 市 教 育 委 員 会 

福 山 市 教 育 委 員 会 
県教育委員会豊かな心と身体育成課 

私立幼稚園・小学校・中学校・高等学校 環 境 県 民 局 学 事 課 

環 境 県 民 局 学 事 課 県教育委員会豊かな心と身体育成課 

（３）表彰 

優秀校（幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校のうち各１校以内）

は県知事が表彰し、優良校（数校以内）は県教育委員会と県歯科医師会が連名で表彰

する。 

なお、優秀校については、日本学校歯科医会等主催の「全日本学校歯科保健優良校

表彰」に推薦する。 

 

３ 図画、ポスター及び標語 

（１）応募資格 

県内の幼稚園、小学校、義務教育学校、中学校、中等教育学校、高等学校及び特別

支援学校の幼稚部・小学部、中学部及び高等部（以下「幼稚部」、「小学部」、「中学部」

及び「高等部」という。）の幼児及び児童生徒 

（２）応募方法 

ア 募集部門等 

募 集 部 門 応 募 対 象 者 規  格 

図画又は 

ポスター 

の部 

幼稚園児及び小学生

１～３学年の部 

幼稚園・幼稚部幼児 

小学校・小学部１～３学年児童 

・四ツ切の画用紙 

・縦、横の使用は

自由 小学生４～６学年の部 小学校・小学部４～６学年児童 

中学生及び高校生の

部 

中学校・中学部生徒 

高等学校・高等部生徒 

標語の部 

小学生の部 小学校・小学部児童 ・２０文字程度 

 中学生の部 中学校・中学部生徒 

高校生の部 高等学校・高等部生徒 



 

イ 提出書類 

（ア） 図画又はポスターの部 

・図画・ポスター応募者一覧（様式３） 

・応募作品 

３の（２）のア 募集部門等にある規格の作品 

 作品には、学校名・学年・氏名を明記すること。 

（イ） 標語の部 

・標語応募一覧（様式４） 

ウ 提出先 

２の（２）のイ 提出先と同じ。 

エ 留意事項等 

・応募点数は、各部門毎に一人一作品以内とする。 

・作品の内容は、歯科保健の必要性及び歯科疾患の予防の大切さ等の歯科保健意識

が啓発できるものとする。 

・作品中に、「むしば」という言葉を用いるときは「むし歯」と表すこと。 

（「虫歯」及び「ムシ歯」としないこと。） 

・作品中に、「はみがき」という言葉を用いるときは「歯みがき」と表すこと。 

（「歯磨き」等としないこと。） 

   ・特定の歯科用品名・商品名の記載のないこと。 

・応募作品の著作権は、応募者に帰属するものとするが、主催者は、広報等に必要

な場合には、応募作品を使用できるものとする。 

（３）表彰 

特選者（各部門毎に１名以内）は県知事が表彰するとともに、図画・ポスターにつ

いては、日本学校歯科医会主催のコンクールに推薦し、標語については、日本歯科医

師会主催のコンクールに推薦する。 

入選者（各部門毎に数名以内）は県教育委員会と県歯科医師会が連名で表彰する。 


